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DVDの会話の表現から語彙を検索し、その用例を表示

会話における語彙の用例を検索

1186本のDVDの字幕をスキャンし、そのコーパスを作成。

頻度の高い4000語のリストを作成

JACET８０００の語彙リストと比較

各単語の用例を示した

左の表

Rankは通し番号で、頻度の高い順。

Lemmaは単語だが、beはam, is, are, was, were などを含む語。

Rank2はJACET8000の頻度表との差。

JCT8はJACET8000の頻度。

例えば、shitはこのDVDコーパスでは101番目であるが、JACET8000では3031番目で、差が293を意味する。shitをクリックすると右上の箱にその用例が表示される。

Rank2とJCT8がマイナス（―）はJACET8000と2000以上の差がない場合を表す。

JCT8がNOの場合は、JACET8000に含まれていないことを意味する。

右上の表

左の表の最初の語,be、をクリックすると、右上の箱にbeが表示される。N1の170はアルファベット順の通し番号である。

その右隣（N2）の数字は、コロケーションの通し番号である。

その右隣（infl.）は、その単語の実際に使用されている活用形である。

その右隣の青の数字は頻度（DVDの本数）を示し、それをクリックすると右下の箱に、どのDVDのどの時間のところで使用されているかが示される。頻度の2番目の数字は、DVDの本数にMIスコアを書けた数字。値が高いと成句である可能性が高い ことを示す。

さらに右隣には用例が示されている。

右下の表

　各々の語がどのDVDのどの場所（時間）で使用されているかを示す。右上の語をクリックした時に表示する。
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